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◎は じめ に

現代 の 日本人 の生活環 境 を眺めた とき、 日本 的 な もの

とは何 か、現代 の 日本 文化が、所 謂、 日本 の伝 統文化 を

どの よ うに継承 して生活 環境 に具現化 して いるのか、 現

代日本 人の精神構 造 におけ る特 質 とは何 で あろ うか、 と

いった問題が胸 中 に湧 いて くる。現 代の 日本 は、衣、食 、

住、 そ して、都 市空 間な ど、 あ らゆる領域 に亘 って、無

国籍化 とい うか、多様 な様式 が混在 し、 ごった煮料 理の

よ うな 状 況 で あ る よ う に思 わ れ る。

近 代 以 降 、 ラ イ フ ス タ イ ル は欧 米 化 が 進 み 、 そ の よ う

な生 活環境 の なかで世代 を重ね、純粋 に 日本的 であ る と

感じられ る もの に接 す る機 会 も薄 れて きた。現代 の多 く

の若 い世代 にとって伝 統 的 日本文化 は、学校 で学 んだ り、

本で読 んだ知識 内容 と しての存在 に なって きて いる。 そ

して、伝統 的 日本 文化 は外 国人が 日本 に感 じる異 国情緒

と同 様 な 、 非 日常 的 で もの珍 しい 文 化 と して 受 け 止 め ら

れ る よ うに な っ て し ま っ た 。

近 年 、 ア ジ ア や ア フ リカ な どの新 興 国 の 発 展 は 目覚 し

い。そ れ らの主要都 市 は近 代化 が進み、超 高層 の巨大 な

建造物 が林 立 し、 旧い伝 統的 な景観 は失 われつ つ あ り、

グ ローバ ル化 した文明 に よって多 様 な風 土が生 み出す特

殊性 が均一 化 の方 向 に向か って い るよ うに感 じられる。

日本 に お い て も特 に ア メ リ カ ング ロ ーバ ル に 同 一 化 す る

方向が、 国の政 策 も含 めて定着 しつつ あ るよ うに思 われ

る 。

雑多 な様式 が混在す る現在 の 日本 の生活文化 にお け る

色彩 に 日本 的特 徴 を見 いだす ことは可 能で あろ うか。 高

度 に技術 が発展 し、欲 す る色彩 が容易 に入手 で きる現代

日本 の生 活空 間 の色彩 に は、人 々 の多 様 な願望 や 要求、

気分 が反 映 され るが、 魅力 的 であ った色彩 が 陳腐化 し、

飽 きられ てい く速度 も速 い。人工 的な生活空 間 に使用 さ

れ る色 彩 に現代 日本 の特徴 的 な色彩 を特定 す るのは難 し

い状 況で ある。今、 日本 的な色彩 の特徴 は何 か と考 える

とき、現 実の生活 空 間には ご く部分 的に しか存在 しない、

日本 の伝統 文化 で用 い られた色彩 に求め るほか はない。

歴史 的に眺め た 日本 の色彩 には時代時代 のそ れぞれ の

特 徴が あ るものの、平城京 遷都以 降、各 時代 に共 通 して

日本 人の民 族 的精神 が反 映 され てい る ように感 じ られ、

日本 の風 土 の深 く関連 した 日本的色彩 といった ものが存

在して き た よ う に思 わ れ る。 しか し、 現 代 日本 人 は 、 ほ

とん ど人工化 され た環境 のなか で、 民族 の特 殊性 とはか

かわ りの ない人工 的に配置 され た色彩 に囲 まれ て生活 し

てい る 。 ま た 、 テ レ ビ、 ビ デ オ、 パ ソ コ ンな ど、 エ レ ク

トロ ニ クス に よ る情 報 メ デ ィ ア を とお した 色 彩 が 氾 濫 し

て、 日本 的な色彩 は常 に差 異化 を求め る現 代人 の時時 の

晴好 に合 わせ て選択 され るに過 ぎない。

しか しなが ら、多 くの 日本人 は 日本 の伝 続文化 へ の強

い憧憶 を失 って はい ない。 京都、奈 良 な どの古都 で伝統

文化 を満 喫 し よ う とす る旅 行 者 も多 く、 千 年 紀 を迎 え る

源氏 物語 の翻訳本 や、源氏 物語 に関す る多 くのエ ピソー

ドを扱 った本や写真 集 な どの 出版 とその売れ行 きを見 て

いる と、 伝 統 的美 意 識 を見 直 そ う とす る 風 潮 も強 く感 じ

られ る。

この ような風潮 はただ単 に非 日常な現 代 の文化 とは異

なる文化 に触 れる喜 びに根 ざ してい るだ けでは な く、確

固と した 自己 と、 自己の観念 に内在す る歴史 的 に蓄積 さ

れて きた文化 の本質 を見 極 めたい願望 のあ らわれ であ る

と考 え る 。

若者 だけ ではな く、 すべ ての世代 の 日本 人 に とって現

代の生 活 が必 ず し も快 適 で心 地好 い とは受 け止 め られ

ず、 物 質 的 に 豊 か に は な っ た もの の 、 多 くの 人 々 が 生 き

難さ感 を感 じてい る。高い完全 失業率 、雇用情勢 の悪化 、

リス トラ に と も な う人 員 削 減 、 市 場 競 争 の激 化 な どか ら

生じた格 差社 会、 また、年金 問題、 医療 や福 祉制 度の後

退な ど、弱者 に重 い負 担が の しかか り、 暗い社会情 勢が

職場 や学校 、地域 での人 間関係 に安 ら ぎを感 じる ことを

も奪 って しまった。 現代 人のお おかた の人 々が、 生 きが

いを見 失 い、ふれ あいの欠如 を感 じ、癒 しを求め てい る。

複雑 で不 安や苦悩 に満 ちた現実 の なかで、生活 す る喜

びは何 に よって得 られ るか、生活 の享受 とはなにか、 生

活者 中心 の価 値体系 と社会 の構築 は どうあ るべ きか な ど

を考 え る と き、 現 実 が 理 想 と大 き く尭 離 し て し ま う。 ま

ず、 自分 を含め た 日本人 が本来 もってい る国民 的性質 を

見直 す な か で 自 らの ア イ デ ン テ ィ テ ィ を確 認 す る こ とが

大切 な こ とで あ ろ う。

多 くの人 々の 日本 の伝 統文化 への憧憶 は、 人生 の 目標

が経済 的成功 にあ る と信 じ、物 質的 な豊か さ を追求 して
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い る と き に は あ ま り省 み られ る こ との な か っ た感 情 で あ

ろ う。 生 きて い る こ との 喜 び や 、 幸 福 に生 き る方 法 を経

済的成 功以外 の ところ に探 し始 め、 成熟 した安定 した社

会づ く りを 目指 し、 し っか り と地 に足 が つ い た 生 活 の な

かで 生 き る こ との 充 足 感 を求 め よ う とす る こ との あ らわ

れだ と思わ れる。

大 都 市 の再 開発 に よっ て超 高層 建 築物 が 林 立す るな

か、 伝 統 的 な ま ち な み の 保 存 を 強 く訴 え る 人 々 も多 い 。

地域 の歴 史 的 景観 を地域 の人 々 と共 有す る こ とに よっ

て、地域社 会 を生 活の リア リテ ィが実感 で きる場 、人 間

的な コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン、 ふ れ あ い が 可 能 な場 に す る た

めの 主 体 的 な 取 り組 み も多 く生 じて き て い る。

日本文化 の伝統 を探 り、 日本人 としての民族性 を自覚

する ことに よって、産業 中心 社会 で忘 れていた 日本 人 と

しての心 の安 ら ぎや、人 間同士 の心 のふ れあい を再構 築

し、 人 間 性 を 回 復 す る 集 団 的 取 り組 み も可 能 と な る だ ろ

う。 同時 に、 国際社 会の多様 な文化 を理解 し、尊重 す る

ことに もつ なが るであろ う。 地球全体 にかかわ る普 遍的

問題 の解 決や 、特有 の文化 を もった民 族 間で起 こる紛 争

解決 に向 けての調整 におい て も、 自民 族文化 の重み を異

文化 に も同 様 に 認 め る こ と な くし て、 平 和 的 に 友 好 的 に

貢献 す る こ とは で き な い で あ ろ う。

皮相 的に は文化 の進化 といった時代 的特徴 しか見 出せ

ない現代 日本 の色 彩使用 のあ り方 にお いて も、 その構造

の深部 におい て、 日本 人固有 の国民的性 質が大 き く作用

して い る と感 じ られ る。

●時代 と民族性

時代や民族性 eth n icity の違いは芸術様式の差異に顕

著にあ らわれ、美術 、工芸 の色彩、 文学 な どに著 された

色彩 に は時 時の国民 の時代精神 が反 映 される。色彩 文化

を適 時 態 と して と らえ る の み で は な く共 時 態 と して 考 察

するこ とに よって 日本 の国民 的性質 の基盤 と日本 的色 彩

の関係 が見 えて くる と思 われる。

芸術 的創造力 は時代 の変化 と民族性 の差異 の影響 に よ

っ て、異 な っ た さ ま ざ ま な形 式 の 芸 術 を生 み 出 して きた 。

しか し、美術 史 を学ぶ 際、進化 論的 に時間 の流 れ と とも

に変化 する芸術 のあ り方 とと もに、芸術 と芸術 家個人 の

精神性 との関係 にお ける類 型化 され た多様 性 に注 目す る

もの の、 民族性 とい った場 所 （地 域） に根 ざす 国民的精

神の特殊性 が芸術 に与 える影響力 に力点 は置か れて こな
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かった。

20世紀 以 降、文化 人類 学 にお ける民 族誌ethn ograp hy

の蓄積 に よる諸民 族の文化 の比較研 究 が可能 とな り、 民

族性 の違 いが制作者 個人 を超越 して民族 に よって異 なる

芸 術 形 式 を 生 み 出 す こ とに 深 く関 与 して い る こ と を 明 ら

か に して いる。世界 の諸民 族の文化 との比 較研究 によっ

て、 日本 の芸術 の特殊 性や 、 日本芸術 に内在 す る民族性

を超越 した世 界の人 間 に共通 す る普 遍性が 、始 めて明 ら

か に な る と考 え る。

和 辻哲 郎 は、昭和 4 年 に著 した 『芸術 の風 土 的性 格 』

の なか で デ イル タイ W ilh e lm Diltheyが『詩人の想像

力 』 で述べ た記 述 を引用 し、「芸術 の種 類 の差別 や規 則
1 ）

が 無 視 さ れ て い る こ と は と て も四 十 年 前 の 比 で は な い 」

と述 べ て い る。

「あ らゆ る時代 や民族 か らさ まざまの芸術 の形式 がわ

れ ら に迫 っ て くる 。 … 略 … こ うい う無 支 配 の 情 勢 に お い

て芸術 家 は規則 か ら離 れ、批評家 は価値 を定 める にただ

一つ残 された標準 と して彼 自身 の個 人 的感情 に頼 るこ と

になる。 そ こで、公 衆が支 配者 にを る。 巨大 な展 覧会場

や 、 さ ま ざ ま な劇 場 や 、 ま た 貸 し本 屋 な ど に押 し よせ て

くる群 集 が 、芸 術 家 の 名 声 を作 っ た り、こ わ した りす る 。

…略 … この ような趣 味の無 支配状況 は、 いつで も、現実

の新 しい感 じ方が これ まで の形式 や規則 を破 り去 って芸

術の新 しい形式 が生 まれ 出 ようと してい る時代 を示 すの

で あ る 。 しか しそ れ は 決 して 長 続 きす る は ず の もの で は

ない。芸術 と美 学的思索 との問の健全 な関係 を再 び打 ち

立て るこ とは、今 日の哲 学や美術 史、 文芸 史の生 ける任
2 ）

務の一つ であ る」。

和 辻 は セ ザ ンヌ 、 トル ス トイ 、 フ ロ ー ベ ル な ど を例 に

掲げて、 デ イル タイの時代 に芸術 の新 しい形式 はす でに

生まれて いた こ とを指摘 し、「世界 の交通 は著 し く容易

とな り、政 治 と経 済 とは全 世界 を通 じて敏 活 に影響 し合

う。そ の よ うに あ らゆ る文 化 は 互 い に 交 錯 し、染 め合 い 、
3 ）

響き合 う」 と述 べ、 世界 の文化 の混沌 と した状況 がデ イ

ルタ イ の 時 代 よ り も和 辻 の 昭 和 初 期 に こ そ 一 層 よ くあ て

は ま る こ とを 主 張 し、 デ イ ル タ イ の 問 い と決 意 が 尚 、 新

鮮な 意 味 を もっ て い る と述 べ た 。

しか し、80 年前 の和 辻 が 時代 状 況 か ら受 け止 め た感

触は、現 代 を生 きる私 た ちが和 辻以上 に感 じる印象 で あ

ろう。和 辻 以 後 の80 年の 問 に、 近代 機 能合 理 主 義 は諸

民族 の文化 を超越 したイ ンターナ シ ョナ ルな価 値観 に基

づく芸 術 を志 向 して きた 。 ま た 、 そ れへ の 批 判 か ら生 じ
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た価 値の相対 化 を志 向す る動 きは、構造 主義、 ポス ト構

造主義 な どの影響 を受 けて、異文化 へ の共 感や、 近代が

隠蔽 し、排 除 して きた ヴ アナ キエ ラー な文化 の評価 や近

代以前 の過去 の 文化 の引用 な どの現 象 をつ く りだ した。

結果 と して多種多様 な文化 が交錯 す るプルー ラ リズ ムの

状況が つ くられ 、無 国籍 な雑種 文化 に満 た され て きた。

そして、近 年、情報社 会 が進展 し、世界 は一層、 グロー

バル化 し、 民族性 に基づ く芸術 の相 違 に も、精神性 の重

みは薄れ、 差異 の相 違 自体 が 目的化 してい るよ うに も思

われ る。芸術 家 のなか には民族性 の異 なる芸術様 式 を個

人的芸術 の差異 を生 み 出す ため の契機 として 自作 に援用

した りす る 者 も い る 。

また、 日本 も含 む世界 の都 市環境 にお いて何 の脈絡 も

なく、浮 世絵や江戸 時代 の文様 な どの 日本 の伝統 的芸術

が使 用 され、断片化 された 日本 文化が周辺 の異 な った文

化様 式 との関係 で、 日本 的環境 のなか にあ るの とは全 く

異な っ た新 た な 意 味 や 価 値 を生 み 出 した りし て い る。 こ

れは他 の異 文化 の美術 や 工芸 にお いて も同様 で あ ろ う。

さ ら に最 近 で は 日本 の メ デ ィ ア社 会 が 生 み 出 した アニ メ

やマ ンガが世界 の若者文化 を席捲 す るか の ように、 日本

的な もの として受 け入 れ られ、 日本の伝統 文化 と異質 な

イン タ ー ナ シ ョナ ル な様 式 を成 立 させ つ つ あ る。

世界全体 が 「一 つの ところに化 した よ うに見 え る」現

代で は あ る が 、デ イ ル タ イや 和 辻 哲 郎 が 主 張 す る よ うに 、

混沌 と した状態が 国民 的精 神 の特殊 性 に基 づ く芸術 的意

志を 目覚 め させ る契 機 とな る 。 ‘と こ ろ ’ の 風 土 に根 ざ

す民族の芸術的特殊性は、世界文化の混沌のなかで現代

的諸問題 が人 間の精神 に与 えるダメー ジか ら救 済す る役

目を担 って止揚 された芸術 形式 に発展す る必要 があ るだ

ろう 。

●歴史性 と風土性

加 藤 周 一 は，『芸 術 論 集 』 の なか で ア ン リ・ フ ォ シ ョ ン

H en ri Joseph F ocillon が見 いだ した様 式の発展段 階の普

遍的型 を紹介 してい る。実験 的段 階1’ag e exp占rimental、

古典的段階1，age classique、洗練の段 階1’age du r出五nem ent、
4 ）

バロ ックの段 階1，ag e baroqueの4つの段階である。そ

して、様式の 時代 的発展 の跡 を辿れ る芸術 な らば、 この

様式発 展の 4 つ の段 階が世界 の どの民族 の芸術 にも普 遍

的に 通 用 す る こ とか ら、 フ ォ シ ョ ンの理 論 を賞 賛 し、 こ

の4 段 階の普 遍性 の根拠 につ いて 「人 間精神 の一致以外
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に、つ まる ところ様式 の発展段 階の普 遍性 を説 明す る も
5 ）

のはない」と述べ てい る。 また、異 な る芸術 様式 で あ っ

ても 同 じ発 展 段 階 に あ る作 品 は 評 価 さ れ る と フ ォ シ ョ ン

は指摘 してい る。様式 の発展段 階の変化 は時代 の感 受性

による もので あ り、感受性 を決 定す る 「時代 の層 を文化
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と い う 」。

加 藤 周 一 は フ ォ シ ョ ンの 理 論 に 共 感 し、 時 代 と と も に

展開 される芸術様 式 の発 展段 階 と人 間精 神 の必 然 的関係

を重視 してい る。 この理 論 は人間精神 の同一性 を主張 す

るもの であ るが 、個 々の様式 は場 所 の違 い に よって、 異

なる民族性 、 国民性 を反映 して全 く違 った あ らわ れ方 を

する。

日本 の芸術様式 には 日本の風 土や、 ー≡三・ま丘
仁コ ロ 口 ヽ 宗教 な どの

あり方 に基 づ いた 日本 固有 の文化 的特徴 が反 映 され る。

日本的 な美が、 日本人 の民族性 、 日本 人で ある とい う民

族的帰属 意識 を内包 して体験 され るのは、 日本 人 の どの

世代 に も共 通 す る こ とだ と は思 う。 しか し、 エ ス ニ シ テ

ィー を成 立 させ る ところの文化 の内容 、言語 の内包 的意

味な どは時代 とともに変 化 し、 したが って 日本 的美 の体

験内容 も、世代 が変 わる ごとに変化す る と推測 される。

和 辻哲 郎 は人 間の存在構 造 の成立 にかか わる本質 的要

素を明 らか に し よ う とす る と き、 時 間性 と 同 時 に、 空 間

性、つ ま り、歴 史性 と風 土性 の契機 の相 即不離 の 関係 か

ら追 究 しな け れ ば な らな い と 主 張 した 。 人 間 を個 人 と社

会の二重構 造 におい て把 握す る と き、 時 間性 、空 間性 の

相即 を見 逃す わけ にはいか ない。和辻 は人 間の精神構 造

が個 の存在 と して時 間性 の 問題 か ら追 究 され、空 間性 の

問題が注 視 されて ない ことか ら、風土性 の 問題 を論 じる

必要 を感 じて人 間の精神 的構造 の契機 と しての風土性 を

明ら か に し よ う と し た 。

和 辻 は彼の著 した 『風 土』 の なか で、世界 の風土 の違

いをモ ンスー ン型、砂漠 型、牧 場型 に分類 し、 これ らの

風土 の類 型か ら民族性 、文化 の型 を三 つ に分類 した。

モ ンス ー ンは季 節風 で あ るが、「夏 の季 節風 で あ り、

熱帯 の大 洋か ら陸 に吹 く風 であ る。 だか らモ ンス ー ン域
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の風 土 は暑 熱 と湿気 との結合 をその特性 とす る」。 モ ン

スー ンが 運ぶ 湿潤 は、動 植物 の生の繁 栄 と成熟 を促 す 。

また、 熱暑 と結 合 した湿潤が 大雨、暴風 、洪水 、早魅 な

どの 暴 威 に よ っ て 人 間 に大 きな 被 害 を 与 え る 。 モ ンス ー

ンの 湿 潤 は人 間 に 自然 の 恵 み を も た らす と と も に暴 威 を

振る う。モ ンスー ン域 で は自然 は人 間 を生 かす生 の力 で

あり、 その生 を恵 む力 は 同時 に人 間に襲い かか る暴威 の



力 であ り、 人間 は 「その生 の根 源 た る力 に対 抗す る こと
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は で きぬ 」。 モ ンス ー ン域 の 人 間 は そ の 風 土 の 自然 との

かか わ りか ら受容的、 忍従 的な存在構 造 と して規定 され

る 。 イ ン ド、 中 国 、 日本 を含 む東 ア ジ ア 沿 岸 が この 地 域

であ る。 モ ンス ー ン域 の湿潤 は受 容的、忍 従 的な型 を特

徴 とす る文化 を成 立 させ るが、地域 や民族 の違 いに よっ

て異 な っ た特 性 を もっ た 文 化 と な る 。

沙漠 は「雨 量の欠 乏 によって生 じた荒漠不 毛の土 地で
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あ る」。極 度 の乾燥 は動植 物 の生 を拒 み、 荒涼 とした不
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毛 な風 土 は人 間の 「生 を根 源 的 に脅 かす」。 沙漠 的人 間

は 自然 の脅威 と戦い、少 ない水 や植物 を得 るため に集 団

問 の 争 い で も戦 わ な くて は な らな い 。 自然 は死 で あ り生

は人間が戦 い とる もの であ る。沙漠 型風土 の人 間は団結

し、 共同態 にお いて他の人 問や 自然 と闘 う。人 間 と世界

との関係 は対抗 的、 戦闘 的関係で ある。文化 も自然へ の

対抗す る もの を生産 す る。沙漠 の土地 の色彩へ の対抗 か

ら純 白の町 を築 い た。 ア ラビアの装飾 美術 も人工的 で離

自然 的 で あ る。

沙漠型 人間の生 産様式 としては 自然へ の対抗 に よって

成 立す る遊 牧で ある。戦 闘的生活様 式 は共 同社会組 織 と

して部族 の固い捉 の下 に密接 に結合 す るこ とによって成

り立 つ。部族 の全体性 へ の忠 実 と服従 が沙漠 的人 間に不

可欠 とな る。 したが って、沙漠 型人 間は存在構 造 として

服 従 的、戦 闘的性 格 を もつ。沙 漠型人 間 は部族 の全体性

を表現す る人格神 を信仰 し、 自然 を支 配す る人格 神 に対

して絶対 的 な服従 の態度 を身 につ け た。 最初、 部族の神

であ った人格 神 は沙漠 的 人 間の神 に摂取 されて い った。

そ んな なかか ら、 イス ラム教 が生 まれ、沙漠 部族 の唯一

神 ヤー ヴュが沙漠 を越 えて ヨー ロ ッパ 社会 のなか で愛の

神 へ と転 化 し、 キ リス ト教 が 生 ま れ た 。

和辻 は湿潤 と乾燥 との総合 として規 定 される ヨー ロ ッ

パの風土 の特徴 を牧場 といい あ らわ した。 ヨーロ ッパ に

入った キ リス ト教 は、沙漠 の乾燥性 は否 定 され、砂 漠 に

無い 「潤 い」 をその特 徴 と し、「愛 の宗教 と して の優 し
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み とい う ご と き もの が 力 強 く育 て ら れ て い く」。 ヨー ロ

ッパ が牧場 的であ るの は、 夏の乾燥 に よって雑草 が生育

しないか らであ る。雑 草 に旺 盛 な生命 力 を与 え る暑 熱 と

湿気 が ヨー ロ ッパで は結 合 しない。秋 か ら冬 にか けての

漸問が 牧 草 を育 て る 。 自然 が 暴 威 を振 る う こ と も な く、

従順 な 自然の なかに規則正 しい合 理性 を牧場型 の人 間は

見い だ し、開墾 して人 間に したが う従順 な土地 として牧

場や畑 をつ くる。牧場 型風 土の穏 やか な 自然 の規則 性 に
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よって人 間は科学 的、合理 的考 え方 を育 てて いった。技

術的な 自然へ の支 配の長 い歴 史 に よって、 人 間 と自然 と

の問の調和 も、 自然 の人 間化 によって、人 間 中心 的 に創

造す る もの であ った。 牧場 的風 土 のなかで の地方 的相違

はあ って も ヨー ロ ッパ の文化 が合理性 、人工 的、技術 的

傾向 とい った精神構 造 に よって構 築 されて いる こ とは共

通して い る 。

● 日本人の国民的性質

和辻哲 郎 の 『風 土 』 によれば、 日本 の風土 類型 はモ ン

スー ン型 に属 し、 日本 人の存在構 造 も受容 的、忍従 的性

格 を も っ た モ ンス ー ン的 特 性 を もつ 。 しか し、 熱 帯 的特

徴 と寒帯 的特 徴 の二重性 をもつ風 土 にあ り、 モ ンス ー ン

的 な受容 性 、忍従 性 も 日本 におい て特殊 な形態 を とる。

季節 の変化 が著 しい とと もに、台風 の よ うな突発 的 な気

象変化 もあ る。そ の ような風 土か ら日本人 の特徴 に は感

情 的昂揚 の突発 的 な激 しさ と同時 に、悟淡 で淡泊 なあ き

らめが混在 してい る。和 辻 は 日本の 国民的性格 は「 しめ
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やか な激情 、 戦 闘的 な悟淡 で あ る」 とい う。「 しめや か

な激 情」 につ いて和 辻 は ‘しめやか ，の言葉 に 「濃 やか

な感 情の静 か な調和 的 な融 合が言 い現 されて いる」と し、

「 し め や か で あ りつ つ も突 然 激 情 に転 じ得 る ご と き感 情

で ある。す なわ ち熱帯 的 な感 情 の横溢 の よ うに、単 調 な

激情 をつづ けて感傷 的 に堕す るの で もなければ、 また湿
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つ ぼ く沈 ん で 湧 き立 た な い 感 情 で も な い 」 と 『 日本 』 の

註 に述べ てい る。

自然的風 土 の条 件 は動植 物 の生 育 を決定づ け る。農 業

も自然条件 に よって栽培植 物が 限定 され、風土 と、作物

の 品種 にあった農業技 術 や、農地 制度、農 耕儀礼 な どが

農耕 文化 と して生 まれた。 ‘農耕 文化複 合 ， は中尾佐 助

が提唱 した概念 で ある。文化複 合 とは多 くの異 なった文

化要 素 が 一 体 化 し た ま と ま りの 型 の こ と を い うが 、 自然

条件 や伝播 によって栽培 植物 の品種 の地理 的分布が 決 ま

り、農耕 文化複合 の型 に共通性 が成立 す る。 中尾が 「種
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から胃の中 までの問題 」と表現 す る栽 培 品種 とその耕作

技術 や調理法 といった基本 的 な文化 の共通 性 を ‘農耕文

化基本複合’と呼ぶ。農耕文化複合は言語や風土的差異

によって民族 的 に異 な ってはい る ものの、儀礼 、世界観 、

宗教、衣 服、建 築様式 な どに共通性 があ らわれ、栽培 植

物と農耕 のあ り方が文化 の基盤 と して人間 の精 神構 造 に

深く影響 す る。



日本 の色彩 文化 の構 造 につ いて

日本 は北 部 を除 いて照葉樹 林帯域 にあた り、照葉樹 林

農耕文化複合が伝播 した。照葉樹林農耕文化複合は、東

南アジアの熱帯降雨林起源の根栽農耕文化が北方に伝播

し、 温帯林 であ る照葉樹林 帯 に到 達 し、環境 の変化 に応

じて変質 して成立 した もので ある。根栽 農耕文化 か ら変

化した照葉樹 林文化 は、後 に、 サバ ンナ農耕文化 か らヒ

ェ、 ア ワ、 キ ビ な どの イネ科植 物 の栽培 技術 を導入 し、

照葉樹 林帯 で は特 色あ る複 合 的な農耕文化 を形成 してい

った。
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「茶 と絹 とウ ル シ 、 柑 橘 と シ ソ 、 そ れ に酒 な ど」が 照

葉樹林農耕文化基本複合の代表的文化遺産である。佐々

木高 明は 『 日本 文化 の基 層 を探 る』 で照葉樹林 帯 に共 通

して、味 噌や納 豆 な どの よ うな大 豆 の発酵 食 品の分 布、

茜窮 、発 酵 させ たナ レズ シの分布 、 そ して、「／ト豆 に邪

霊を祓 う力 が ある と考 え、 それ を歳 時儀 礼 に用 い る習

俗」、「柱 や梁 で屋根 の重量 を支 え、壁 は柱 の間 に吊 り下

がっ た よ う な ハ ン ギ ン グ ・ ウ ォー ル （吊 り壁 ） の 家 屋 構
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造」 な ど照 葉樹林 帯 文化 の特徴 を掲 げて い る。そ して、

神話、儀礼、昔話、説話、伝統行事にも共通 な文化的特

色が見 られる と述べ てい る。

日本 は縄 文時代草創 期 には、縄 文遺跡 の 8 割 は東 に分

布し、人 口密度 の高い東 日本の ナ ラ林帯文化 の影響 が強

く、西 日本 の照葉樹 林帯文化 よ りも優 位 にあ った とされ

る。ナ ラ林 帯文化 は東北 ア ジアのナ ラ林帯 に成 立 した北

方系 の文化 複合 であ る。

縄 文 時代 前期 か ら中期 ごろに照葉樹林帯 文化 は 日本列

島の西 部に進 出 し、 ナ ラ林 帯文化 に混合 していった。 ナ

ラ林 文化 と照葉 樹林 文化 を基礎 とす る 日常 生活 文化 に、

水田稲作文化 と、鉄器、青銅器などの外来文化が弥生人

に よ っ て も た ら され た 。 そ して 、 水 田稲 作 農 耕 と、 稲 作

文化 の稲 にか かわ る儀礼 、世界 観、宗教 観 に よって、社

会 的統 合が推 進 された。水 田稲 作農耕 に よる米の生 産量

の増大 は 巨大 な余剰 を生み 出 し、大 国家 を支 えるこ とを

可能 に した。

日本列 島の照葉樹林 帯 とナ ラ林帯 の植生 の違 いに とも

ない、 中部 、東海地 方 を境 界 と して、 日本列 島 の文化基

盤 は 東 と西 で 特 性 が 大 き く異 な っ て い る と考 え られ る 。

た とえば、 東北弁 と関西弁 な どの方言や 、味覚 な どの文

化 要 素 に お い て、 現 在 で も東 日本 と西 日本 で 、 は っ き り

と した 違 い を示 して い る もの が 多 い 。 この よ うな 東 西 の

違 い は，縄 文時代 にあ らわれ、 これが縄 文、弥 生時代 を

経て現在 に至 る まで継続 して いる。

伝 統的 日本文化 が も し現代 人 の人格形 成 に大 き くか か

わる な らば、縄文 、弥生 時代 の 日本 におけ る風 土や農耕

文化 複合 は現代 日本人 の国民 的性 格 の基 層 と して影響 を

与え 続 け て い る だ ろ う。

谷崎 潤一 郎が 『陰翳礼 讃』 で 日本 の伽藍建 築 を始 め、

民家で も、瓦葺 きや茅葺 きの 「大 きな屋 根 と、そ の庇 の
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下に た だ よ う濃 い 闇 」 が 特 徴 で あ る こ と を 指 摘 して い

る。 そ して 、 重 く、 堆 く、 面 積 の 大 きい 屋 根 が つ く りだ

す薄 暗 い 陰 翳 を 利 用 す る こ とで 生 活 空 間 の 美 をつ く りあ

げた と述 べ てい る。 日本座敷 の障子 や床の 間な ど、巧 妙

に光 と蔭 を使 い分 け、 美 を演 出す る装 置 として用 いて き

たこ と に 注 目 を して い る。「床 脇 の 窓 の 割 り方 、 落 懸 の

深さ、床 柩 の高 さな ど」、 陰翳の 美 を生み 出す た めに 目

に見 えない苦 心 が払 われ て きた。「われ らの祖先 の天才

は、 虚無 の空間 を任 意 に遮 蔽 して 自ら生ず る陰翳 の世界

に、 いか なる壁画 や装飾 に も優 る幽玄味 を持 たせ たの で
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あ る 」。

陰翳 は 日本の伝統 的色彩 め美 を考 える ときには見落 と

して は な らな い こ とで あ ろ う。 陰 翳 の な か に美 を創 造 す

る美意識 は、夏 の強い 日射 や、 雨、冬 の寒い風 、雪 な ど

の特 徴 を もつ 日本 の気候 や、建 築材 の木材 を提供 した豊

かな森林 や、照葉樹 林文化 複合 として伝 播 した軸組構 造

の建 築様 式 な ど、風土 的特 殊性 と、 それ とのかか わ りで

生まれ た技 術、 文化 と深 く関係 して いる。 また、和辻 哲

郎の い うように 日本 の風 土 か ら培 われた 日本 人の 国民的

性格 と無 関係 では ない。

●日本 人 と外 来文化

日本 は 旧い時代 か ら伝播 して きた外 来文化 の影響 を受

け、 日本の風 土 と調和 させ なが ら、 日本 人の精神構 造 の

基層 を育 ん で き た とい え る 。

網 野善彦 は 『 日本 の歴 史 をよみなおす 』で、 日本 とい

う国号 は「 7 世紀 の後半、律 令体制 の確立 した天武・持続
1 9 ）

のこ ろ 、 天 皇 の 称 号 とい わ ば セ ッ トに な っ て 定 ま っ た 」

と考 え られてい る と述べ てい る。 日本列 島 は 7 世紀、 中

国大陸 の文化 の影響 の下 に急激 な変化 を遂 げた。 5 、 6

世紀の 日本 列 島は勢力 を もった多 くの首長が抗 争 を繰 り

返し、「原始 的 な アニ ミズムや 、呪術 の力が 強 く支配 す
2 0）

る社 会」であ った よ うだが、 中 国大 陸 では高度 に発達 し

た文明 が蓄積 され、律令制 の統一 国家 であ る隋、そ して、

唐の大帝 国が成 立す る。
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日本列 島 の社会 は朝 鮮半 島 を経 由 した交流 によっ て、

以前 か ら多大 の影響 を受 け続 け て きた。地理 的条件 もあ

って支配や 文化の強 制 を受 け るこ とは なか ったが、 日本

列 島の社 会 は先進 国中国文化 に同化 で はな く、文化 を吸

収 す る こ と に よ っ て 文 化 水 準 を高 め よ う と した 。

網野は「中国の律令制の骨格 は儒教で、天命思想、易
2 1 ）

姓革命 の思想 」が背 景 にあるが、 日本 が律 令制 を取 り入

れ る際 に儒教 は取 り入 れ る ものの 「天命思想 と易姓 革命
22 ）

の 思 想 は 注 意 深 く排 除 」 して い る こ と に 注 目 して い る。

天皇 の皇位継承 は 日本列 島 の社 会で生 まれ た神 話 に裏 づ

け られた皇孫思 想 を根拠 と してお り、 天命思想 とは全 く

異 なってい る。

日本 は国家 として成立 す る以前 か ら外 来文化 を 日本社

会に都合 よ く変 更 を加 えなが ら模 倣 し、 日本 の民族性 に

適合す る文化 を発 展 させ て きた。中 国では、 中国の多 く

の民族が 交代 して王朝 をつ くったが、民 族固有 の文化 に

中国文化 を変 えるので はな く、民 族 固有 の文化 を中 国伝

統文化へ 同化 させ 中 国の伝 統文化 を継承 して きた。 日本

で は、地 理的条件 と縄文 、弥生 時代 か ら育 まれて きた民

族的性格 が 日本文化 を固有 な特殊性 を もった もの に した

と い え よ う 。

また、古 来の神 道 に伝 来 して きた仏教 が、宗教 の対立

や 闘 争 もな く ‘神 仏 混 清 ’ とい う形 態 で融 合 した とい う

こ と も珍 しい 日本 の 特 色 で あ る と思 わ れ る 。 日本 は 常 に
2 3 ）

「外 国 の や る こ と を 小 さ な 規 模 で そ っ く り ま ね 」 を し、

島国にあ って対外 意識が強 か った と思 われる。先進 国で

ある中国 の律 令 国家 、隋 を まねて、律 令制 の統一 国家 を

つく り、 長 安 を ま ね て 平 城 京 を造 営 した 。 ドナ ル ド・ キ

ーンD o n a ld Keeneは『日本人と日本文化』での司馬遼

太郎 との対談 で、 日本 は歴史 の なか で 「あ らゆ る面 に外
2 4）

国文化 に対 す る愛 と憎、 受容 と抵 抗 の関係 があ る」 よう

に思 うと述べ てい る。 中国文化 崇拝 と、そ れに対す る抵

抗に始 まる外 来文化崇 拝 とその抵抗が今 日に まで続 いて

いる と も考 え られ る。

明 治 になっての 日本 の欧化政 策 に よる急速 な文明 開化

も、和 魂洋才 の語 のよ うに 日本精 神 を基 軸 に して西洋 的

知や 技 術 を 国 民 性 に 同化 させ よ う と した もの だ っ た が 、

和魂 の抜 ける悩 み を嘆 き、欧化 政策 を批 判す る人 々 も多

かった。

しか し、和魂 で ある 日本人 の精神 性 に明確 な原理 を求
25 ）

めるこ とは難 しい。古来、 日本 に は「外 国か ら学 ぶ習慣」

がつ い て い て、 優 れ て い る と判 断 し た もの は抵 抗 感 な く

取り入 れて きた。 その習慣 のせ いか、 あ らゆ る文化 に対

する抵抗感 は少 な く、 その代 わ り取 り入 れ る外 来文化 の

背景 に あ る 原 理 に対 して は 鈍 感 で 、 強 い こだ わ り を もつ

こ とは な か っ た よ うで あ る 。 日本 で は土 着 の 民 族 的 信 仰

であ る神 道 と、 中 国大 陸 か ら伝 え られ た儒教 、 そ して、

仏教 が 日本 人の思想 や生活観 の形成 に大 きな影響 を与 え

続けて きた。 しか し、大方 の 日本 人は三つ の宗教 の矛盾

に関 して極 めて無頓着 で、 一つ ひ とつが絶対 原理 として

日本 人 を律 す る 規 範 と は な ら なか っ た 。 そ して 、 そ れ ら

をすべ て受 け入れ、生 活 の局 面で使 い分 けて きた。 日本

人に は 原 理 に対 し て 強 くこ だ わ る こ と な く、 目前 の 問 題

に有効 な現実 的方法 を採 用す る習慣 があ る ようだ。

ま た 、 倫 理 の 問 題 に 関 して も、 モ ラ ル よ り も美 意 識 が

日本 人 を律 す る 。 ベ ネ デ ィ ク トR u th Fulton Benedict

は『菊 と刀』 で、 日本 文化 は恥 を基調 とす る文化 であ る

と指摘 した。「 さまざ まな文化 の人類 学 的研 究 にお いて

重要 な こ と は、 恥 を基 調 とす る 文 化 と、 罪 を基 調 とす る
＿ 26 ）

文化 と を 区 別 す る こ とで あ る」。 ベ ネ デ ィ ク トは 、 西 洋

の‘罪 の文化 ’ と日本 の ‘恥 の文化 ’を対比 させて文化

類型論 の観 点 か ら 日本文 化 を論 じた。 そ して、「真 の 罪

の文化が 内面 的な罪の 自覚 に もとづ いて善行 を行 な うの

に対 して、真 の恥 の文化 は外面 的強制力 に も とづい て善
2 7 ）

行を行 な う」 と述 べ て い る。

「日本 人の生活 にお いて恥が最 高の地位 を占めて いる

とい う こ とは 、 恥 を深 刻 に 感 じる 部 族 ま た は 国民 が す べ

てそ うで あ る よ うに 、 各 人 が 自 己 の 行 動 に 対 す る 世 評 に
2 8 ）

気を くぼ る とい う こ と を意 味 す る 」。 日本 人 に は確 固 た

る基準 が な く、他 人 の判 断 を基 準 と して行動 が律 される。

恥 を基調 とす る文化 は、和 辻哲郎 が主張 す るモ ンス ー

ン的風 土 にお ける受 容的、忍従 的性格 を もった存 在構 造、

そして 、 季 節 の 著 しい 変 化 と と もに 、 台 風 の よ うな 突 発

的な気 象変化 もある 日本特有 の風土 によって転成 され る

感情 的昂揚 の突発 的な激 しさと同時に、惜 淡で淡泊 なあ

きらめが混在 して いる 日本 の国民 的性 格 と無関係 で はな

いと思 わ れ る 。

◎日本的色彩 の基層

日本 人の外 来文化へ の接 し方や、 吸収の あ り方 の特殊

性と、風 土 と地 理的特殊 性 に よって培 われ た国民的性 質

は、 日本 固有 の特 徴 のあ る美意 識 を成 立 させ て きた。 そ

して、 日本的美 意識 は色 彩文化 にお いて も、 日本固有 の
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日本 の色彩 文 化 の構 造 につ いて

特徴 を あ らわ して きた 。

しか し、 日本列 島 において も、縄 文時代 に入 って気候

が温暖化 し、狩猟、漁拷、採集などの生活技術が発展 し、

定住 性 の高い生活様 式が 定着す る まで は、世界 の原始民

族の文化 に共通 す る色彩 文化 を もち、色彩 使用 のあ り方

も原 始 的 な 普 遍 的性 格 を も っ て い た と考 え られ る 。

世界 の原始民族 が色彩 に象徴 的意味づ け を し、色彩象

徴の トリ ク ロ マ チ ズ ムtr ic h r o m a tis m で あ る黒 、 自、 赤

の色彩 を呪術 や儀 礼 な どに用 いて きた ように、 日本列 島

の原始民 族 も、 酸化鉄 な どを成 分 とす る赤土 や、木 を焼

いた炭 や煤 の黒 、真珠 や、焼 け残 った灰 の 自や珪酸塩 や

石灰 を含 む白土 な どを呪術 な どに使用 していた と想像 で

きる 。「黒 、 自 、 赤 は 色 名 の 発 生 で も最 も早 く、 原 初 的

な色彩 語 であ る。 人間が、言 葉 に よって色彩 を分節 して

認識 す る ようになったの は、人 間の根 源 的苦悩 の表 出 と

明確 な意識 化 のためで あったの だろ う。言 葉、つ ま り色

名の発生 が、色彩 の分節 と人 間の根 源 的苦悩 の表 出 とを

不可分離 的 に結 びつ ける役 割 を果 た した。 あ るいは、未

知や混沌へ の不安 や恐怖 とい った人間 の根 源的苦悩 にか

たち （色彩 ） を与 えて明確化 し、 表出す るため に色 彩が

意識化 された ので あろ う。色名 に よる色 彩 の意識 化 は、

同時 に呪術 的魔術 的機能 を果 たす象 徴 として の色彩 の把
2 9 ）

握で あった」。

豊か な 自然 に恵 まれ 四季 の変化 に合 わせて多様 な植物

が生育す る 日本 列島で は、象徴 的 な意味が こめ られた黒、

自、赤 に加 えて、早 い時代 か ら美 しい色 彩の植物 の花 や

果実 を布 に摺 り付 けて身 に着 け、装飾 的 な 目的で使用 し

た と推測 される。人 間 を生か す生 の力 に溢 れた豊か な 自

然 に対 して親密 な感情 を抱 き、 自然物 すべ て を霊 的存 在

とみ て信 仰対象 とす る素朴 な現 世肯 定的 な世界 観 で、生

活環境 にある 自然物 に即物 的な美 を感 じ享受 した。

また 、早 くか ら先進 の 中国大 陸 の文化 の影響 を受 け、

日本 列 島の色 彩 は、伝 来 の染 色技術 や顔料 に よって豊か

に発展 す る。 まだ、 九州北 部 に多 くつ くられた装飾 古墳

では、赤、 黄、緑、 青、黒 、 自な どの天然 の鉱物 や土 を

顔 料 と して使用 してい たが、 中国大陸 の文化 の 強い影響

下 に建造 され た高松 塚古墳 の壁画 で は、塗 った漆 喰の上

に宋、鉛 丹、弁柄 、孔雀石 、藍銅 鉱 といった顔料 を用 い

て青龍 、宋雀、 白虎、玄 武の方 角の 四神 や、星座 や、男

子群像 、女子群像 な どが措か れてい る。高松塚古墳 の壁

画制作 には大 陸か ら制作 技術 を もった専 門家 がかか わっ

た とも思 われ る。高 度 な先進 国の文化 を受 け入 れ た分 か

りや す い例 で あ ろ う。

『古事 記上巻 』の天 照大神 が天岩戸 にか くれた神話 の
しづ え しら に き て あを に き て し

部分 に 「下枝 に 自丹寸 手、青丹 寸手 を取 り垂 でて」 と色

彩に関す る記 載が あ るが、『 日本書 紀』 に も神話 の 同 じ
30 ）

部分 に色 彩 の 「青 」 と「自」 が記 載 され てい る。「この

『 青 』 と 『 自 』 は 、 記 紀 に 出 て くる 最 初 の 色 彩 で あ る 。

しろ
『 自』 は 、 文 の 前 後 の 様 子 か ら、 お そ ら く 『素 』 の つ も

りで 書 か れ て い る も の と考 え られ る 。『素 』 は 、 加 工 さ

れて な い 色 、 つ ま り染 付 を し な い 自然 の ま まの 色 を 示 し

たもので ある。青 は、 この素 色 の布 に青土 また は草 の汁
3 1 ）

をつ け た色 で、緑 色 と思 われ る」と前 田南城 が述べ て い

るが 、 こ の 育 と 自 は 早 くか ら色 彩 語 と して 日本 列 島 に定

着してい た と思 われ る。古事 記が編 纂 された時代 に は藍

建の染 色技 法が 中国か ら伝 来 してはい るが、 こ こには染

色材 の名 は用いず に 日本列 島民族 固有 の色 彩文化 が記述

さ れ て い る 。

先 進文化 へ の憧 れ と、模 倣 に始 ま り、 やが て、そ れ を

日本 固 有 の 文 化 様 式 につ く り変 え る。 そ し て、 日本 の 民

族的性質 に調和 す るよ う換 骨奪胎 の新 しい文化 が形成 さ

れ、醸成 され た文化へ と発展す る。 この繰 り返 しが、 日

本の上代 以来、伝 来 した多様 な外 来文化 へ の対 応 の型 に

な っ た と考 え る 。

染 色技 術 や 顔料 の精 製技 術 な どが 中 国大 陸 か ら伝 来

し、多 くの外 来の染料 、顔科 名が 日本 で用 い られ る よう

に なるが、 それ以前 よ り日本 で は在 来の植物 名や土 や鉱

物名 が古 来伝承 の色 名 と して用 い られ て きた。「上代 で

は、色 名 をみれ ば材料 名が わか り、 さ らにその材料 の特

性 も端 的 に察 知で きる わけであ る。い わばそ の命名法 は、
32 ）

即物 的で具 体的 で、一 貫性が 感 じられ る」 と伊 原 昭が述

べ る ように、豊か な 自然 の美 に対 して親 しみ、愛 着 を感

じていた 日本 の上代 人 は、 具体物 の名 に よって色彩 を呼

び あ ら わす こ と で色 彩 に対 し、 自然 に対 す る の と同 様 な

情 感 を こ め た と考 え られ る 。

染 色技術 や顔料 な ど とは別個 に外来思想 と して伝来 し

て きた、 た とえば、『陰 陽五行 説』 に基 づ く色 彩 は文 献

に漢字 に よって記 載 され、染料 や顔料 の ように具体 的な

材料 名が色 名 にな ってはい ない。これ らは、木、火 、土、

金 、水 の五元素 に配 当 され た青 、赤、黄、白、黒 であ る。

具 体的 に材 料が特 定 で きない抽 象的 な色 名で あ る。

日本 では五行 思想 とともに上 記の五色 を抽象 的色名 の

まま基本 的色名 と して受 け入 れた。五色 の なか の「アカ、

クロ、 シ ロ、 ア オ」 は、「明、 暗、 顕、 漠」 の光 の状 況
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をあ らわ す 語 か ら発 生 して きた と い わ れ る 。 も と も と具

体物 と結 びつか ない 日本 固有 の基本 的色彩語 に中国伝 来

の漢 字が結 びつ いた。明 るい様子 は赤、暗 い様子 は黒 と

あらわ さ れ、 自 は は っ き り と して 目に つ く様 子 を あ ら わ

す顕 の意味 に用 い られ、青 は漠 然 とした広 い範囲 の色 を

暖昧 に指す語 で あった といわれて いる。 これ ら 4 つ の色

名は、知覚対 象で ある物や現象 の色彩 の特徴 をあ らわす

形容 詞 と して古来 か ら用 い られ、具体 物 に結 びつ かない

純粋 な色名 として特殊 な ものであ る。

しか し、上 代 の 日本人 は抽象 的 な色 名 に具体性 を もた

せるため の形 容す る言葉 を添 え、 自然 に由来す る色彩 へ

そにどり
の親 密 な感情 をあ らわ してい る。伊 原昭 は 『鶉 鳥 （かわ

せみ）の青 き御 衣』、『紅 の赤 裳』、『ぬ ばた まの黒 き御衣 』

や、『山城 女 の木鍬 持 ち打 ち し大根 、根 自の 自腕 』 な ど

の例 を挙 げ 、「上 代 の 人 達 と し て は こ れ らに も 、 や は り

在来の色 同様 の、何 らか の形 の具体性 を持 たせ たかった
33 ）

ので あ ろ う」 と述 べ て い る。

四季 折 々の豊か な 自然 に恵 まれ た 日本 の風 土 と、 それ

を愛 で る文化 は色名 に反映 され、多 くの季節 感溢 れ る植

物に因 んだ色 名 には、古 い時代 の人 々が、 それぞ れの季

節に 深 い 味 わ い を感 じて い た こ とを物 語 っ て い る。

●日本 的色彩 美 の展 開

平安 時代 は経済 力 に裏づ け られ た富裕 貴族 や豪 族が 、

学問や趣味 を洗練 させた時代 で、衣服 の色彩 に も洗練 さ

れた教 養 と感性が競 われ た。上流 階級 の富裕 貴族 は四季

折々の 自然 の美 を庭 に演 出 し、寝殿 造の建 築 に洗練 され

た家 具調度 品 を整 え、襖や 蔀、屏風 な どには大和絵 や模

様が措か れ、豊 かな顔料や 塗料 に よる彩色 を施 し、柱 や

梁や床 な どの建築物 の主要 部分 に用 いた 自然 材 の色彩 と

調和 し、 開放 的 で洗 練 された邸宅 に住 んだ。

織 物や染色 を司 る織 部司 や、裁縫作 業 を行 なう縫殿 寮

などが役所 として設 け られ、専 門の職人が 国家 の管 理の

下で技 術 を高め ていった。位 色 の制 度 も厳 し くな り、禁

色、そ して、聴色 に対 しての認識が徹 底 し、服色 によ り、

貴賎 の差 別意識 も強 まった。 また、染 料 や顔料、塗 料 な

どが全 国各 地か ら役 所 に集 め られ、色 彩 の材 料や技術 に

関して 国家 が如何 に重要視 して いたか分 かる。

『源 氏物 語』 で は、物語 に登 場す る男 性 の袖 、 直衣 、

指貫、狩 り衣、女性 の唐衣 、小柱 、単、袴 な どの色彩 が、

季節 や、宮 中へ の出仕や儀 式，饗宴 ，服喪 とい った物語
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の場面や、登場人物の身分、人格、時時の心理などの描

写に視 覚 的効 果 を発 揮 してい る。優 美 で雅 やか な王朝貴

族の世界 を舞台 に、光源氏 の栄華 と多 くの女性 との交渉

と苦悩 、薫 の恋愛 の悲劇、 そ して、そ のなかで運 命 に も

てあそ ばれる女性 の悲哀 が描か れてい るが、一条 天皇 の

中宮 彰子 に仕 えて宮 中 の事 情 に明るか った紫式部 が措 く

『 源 氏物 語 』 は、 当時 の王 朝 人 の生活 の実情 を反 映 し、

描写 された色 彩 も当 時 の現 実 を物 語 っ てい る と思 わ れ

る。

平 安時代 の貴族 の装束 は衣 を幾 重 に も合 わせ、 と くに

上流 階級 の女性 は、唐衣 や小 社 の下 に単 と裡 を幾 重 に も

合わ せ て 着 る 服 装 を し た。 そ して 衣 を重 ね 着 した と きに

襟元 や袖 口、据 な どにあ らわれる襲 ねの配色 に心 を配 り、

調和 と季節 感 を重 要視 した。装束 に用 いた衣の色 の組 み

合わせ をか さね （襲）色 目とい う。宮廷 な ど公 の場 で は

襲色 目は慣 習化 し、配色 には季節 感の ある名前 がつ け ら

れた。 た とえ ば夏 の ‘杜若 ’ と名付 け られた襲 の色 目で

は、単 の紅 の上 に、 淡青 、青、 薄色 （淡 い紫 ）2枚 、淡

紫（薄色 よ り濃 い紫 ） の五 衣 （桂 ）・ を重 ねた。

こ の よ うに 重 ね着 し た と き に表 に あ らわ れ る 配 色 を指

すか さね （襲）色 目ほか に、裏 をつ けた袷 （あわせ） の

衣の表 と裏 の裂地 の配色 もか さね （重）色 目 とい う。襲

色目と同様 に植物 や、蝉 の羽 とか雪の下 とい った 自然 の

季節 感 をあ らわす 名前が つけ られた。 た とえば、春 に着

用され た 重色 目に は、 梅 （表・ 自、 裏・ 蘇 芳 ）、若 草

（表・淡青、裏・波音）、桜 （表・ 自、裏・ 赤）、早蕨

（ 表・紫、裏・青）、麟掲 （表・蘇芳、裏・萌黄） などが
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ある。 季 節 ご とに咲 い ては枯 れ ゆ く草花 な どの 自然 に

人間 の 情 感 を重 ね 、 哀 感 を と もな っ た しみ じみ と した情

趣を あ らわ す 日本 人 な らで は の美 意 識 とい え よ う。

か さね （垂）色 目は、 表裂 の色 の下 か ら裏地 の色が透

けてで きる重色 を見 るわけで あるが、染 や織 に見 られる

色彩 とは異 な り、 裏の色 の透 け方が定 ま らず変化 しや す

い。 移 ろ い ゆ く もの に悲 哀 と美 を見 い だ す ‘もの の あ わ

れ’の感性 は平安 貴族 の美意識 に よる と思わ れるが、 重

色目の微妙 な色彩 に四季 の移 り変 わ りを重ね合 わす繊細
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な感 性 に感 心す る。

平 安貴族 の美意 識 は絢欄 で雅 な生活 のなか に、現実 の

即物 的美 はやが て滅 び朽 ち果 てる もの とし、 ‘諸行 無常 ’

のこの世 の摂理 を愁嘆す る ‘ものの あわれ’ の悲哀 の心

情に美 を見 い だ した。 これ は仏教 的無常 観 を背 景 に して

おり、上代 の 自然 物の美 に対す る感性 的享受 であ る ‘ま



日本 の色 彩 文化 の構 造 につ い て

こと，の美意識 とは大 い に異 なる。仏教 の浄土 思想 は平

安時代 に強 く浸透 し、平 安人 は 自己 の極 楽浄土へ の生 ま

れ変 わ りを強 く願 い、現 世 を厭 離稼土 としてネガ ティブ

にと ら え る よ う に な る 。

上流 階級の華 麗で雅 な色彩美 の なか に は、美 しさを感

じる色彩 がやが て変化 し色越せ てい くことへ 自らの 人生

に対 す る 無 常 観 を オ ーバ ー ラ ップ させ 、 そ こ は か と な い

哀愁感 が内包 されて いた。

●日本 人 の美 意識

西 田正 好 は 『 日本 の美』 で 「『物 』 の必滅 を強調す る

仏教 的無 常観 の浸潤 につれ て、『物 』 の不定 を切 に悲 傷
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する 『心 』 の美 と しての 『あわれ 』」の 美学 が急 速 に進

展した と述べ てい る。 また、 西 田 は ‘あ われ ’ の美 が

「『 もの の あ わ れ 』 の 語 が 判 然 と 表 明 す る よ う に 、 な お
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『 物 』 に即 応 した心情 表 白 を特 徴 」 と してい る と述 べ 、

物との 心 理 的 つ なが り を強 く もつ こ とで 純 粋 精 神 主 義 の

美学 で はなか った と指摘 してい る。

平 安 末 期 か らの凄 惨 な動乱 が もた ら した 危 機 感 が 、

人々の美 意識 を一層 、 ‘物 ’の 世界 か ら超 越 した ‘心 ’

の美 に向 か わせ 、 ‘あ わ れ ’の 美 の精 神 的 自立 と して

‘余情 ， の美 を重視 す る よ うに なっ た。物 を捨象 し精 神

美を追求す る ‘余情 ’の美 学 は現実 を超越 し、非現 実的

な象徴 美 を生 み 出 した。

それ は 中世 美学 理念 の ‘幽玄 ’ の美 であ る。「余情 美

の内省的深化 を経 て 自覚 され るに及 んだ幽 玄美 は、最 も

端的 に い っ て 、 余 情 意 識 の深 ま り と と もに 育 っ た 幽 妙 な
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内面 の 美 と規 定 す る こ とが で き る で あ ろ う」。 現 実 拒 否

的な形而上 的心情 主義へ と向か った余情 の深 化 は幽玄美
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を「常人 の現実 感か ら程遠 い抽象 的な無 限趣味」へ と非

現実化 させ た。

この よ うな非現 実的 な美 意識が 一般化す るには、仏教

的無常観 の徹 底 的深 化 に よって現 実世界 を空虚 な幻 と し

てとらえる幻世観 に達 してい た多 くの人 々の精神 的背景

があ っ た と考 え られ る。

「『幽玄』 の美 が幽微・ 玄妙 とい われ るの は、 それが
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そもそ も 『無 』 の 深 淵 を基 底 と して い る か らで あ る」。

水墨画 にお ける余 白は、何 も無 いが ゆえ に、表現 的 自己

限定性 を突破 し、鑑賞す る者 の 「心眼 を はるか無限 に向
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かわ し め る」 よ うに 、 ‘無 ’ は 無 意 味 な 空 虚 で は な く無

尽蔵 の ‘有 ’ として 内容 に満 ち溢 れ た宇 宙的 な表象性 を

獲得す る。

「枯 淡 な無飾 無風 の幽玄美 は、 もはや、純粋 精神 美 と

しての『無』の至 上 の美 趣 と心得 た『わび』の風情 と も、
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ほとん どへ だ た りが な い で あ ろ う」。 し か し、 幽 玄 の 美

は公家 好み の美的享楽 主義 的な優美性 を宿 して いた と西

田は述べ、中世前半、定家の ‘有心’、‘艶’の美的理念、

正徹、 世阿弥 らに残 る情緒 的 ロマ ンチ シズムの形跡 を指

摘してい る。 また、 晩年 の世 阿弥 は禅 的 な ‘無 ’の境地

を ‘花 ’の美 や ‘能 ’の ‘せぬ ひ ま’ の美 に取 り入 れ、

純粋 に精神 的な美 を求め た。心敬 の枯 淡 の非感覚 的美趣

も ‘わび ，の禅 的無 味の美 に繋が る もの であ った。幽玄

美は ‘あ われ’か ら ‘わび ’に至 る過程 的美意識 で あ り、

余情 の深浅 に応 じて段 階 的美感の多 様性が あ る。

‘わ び’ の美学 は茶 道 の なかで禅 法 を取 り入 れ、「物

質的な華美 を退 け、もっぱ ら心 ばか りの清貧 に甘 ん じる、
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枯淡 な無一 物 の境 涯 を慕 う美 的趣 向」をお しすす めて利

休に至 った。 ‘わ び’ の美の 理念 は、 ‘あわ れ’、 ‘幽玄 ’

の美 が残 してい た物 に依存 した感性 的美感 を徹底 的 に排

除し、物 の排 斥 によって純粋精 神美・を確 立 した。そ して、

究極 的 な ‘絶 対無 ’の先 にあ る 「融 通無碍 の美 的境 位 を

見越 す」 もので あ った。 ‘わ び’ は即 物 的美意 識 であ っ
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た ‘まこ と’ と相対峠 す る 「非物証 的 な純 粋無風 性」を

美的特 徴 とす る美 意識 であ る。

西 田正好 は ‘ま こと’ と ‘わび’の両極 的対 立関係 を

弁証 法的 に止揚す る美意 識 と して蕉風俳 語 におけ る ‘さ

び’ を位置 づ けた。 ‘さび’は、 ‘わ び’の無一物 の枯淡

な空寂の趣 と ともに、即物 的 な現 実の物 か らの感性 的美

を 調 和 的 に 内 包 し、 ‘ま こ と ’ か ら ‘わ び ’ に 至 る 日本

の美意 識 の系 譜 を包 括す る美 意識 で あ る。「古 代・ 中世

の 日本美 の発展過 程 を、 仮 にひ とまず 『色即是 空』 の往

相的 ネ ガ チ ブ の 系 譜 と見 立 て る こ とが で き る な ら、『わ

び』の相対 無 を、い ままた絶対 無の見 地 に基づ いて、 一

段と高 次 否 定 的 に 止 揚 す る こ とに よ り創 出 さ れ る『 さ び 』

は、い わば、右 の 『色即 是空』 を完全 に裏返 した 『空即

是色』 の、還相 的 なポジチ ブの傾 向 におい て、 これ を改
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め て 認 識 す る こ とが で き るで あ ろ う」。

西 田正 好が、 ‘ま こと’の美か ら、 ‘あ われ’、 ‘余情 ’、

‘幽 玄 ’、 ‘わ び’、 ‘さび’の美 に至 る 日本 の美 の系 譜 に

仏教思想 の浸透 の歴史 を重 ね合 わ した ように、 日本人 の

美意識 には仏教 思想 が多 大 な影響 を与 えて きた。 また、

自然 を仏性 の顕 現 と見 る仏教思 想 は、 自然美 を崇拝す る

心情 を 日本人 に培 った。
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日本 人 は感性 的 な 自然美 を享受す るだ けで な く、季 節

と と も に生 滅 を繰 り返 す 自然 を観 照 す る な か で 自然 の 本

質的な無常性 を実感 的 に認識 した。伝 統的美 意識 の系 譜

は、仏教 思想 に裏づ け られ なが ら即物 的 自然 美の感性 的

享受 か ら、 自然美 の無 常性が心 に及 ぼす叙情 的波紋 とし

ての精 神 的 美 の 成 立 まで 、 常 に 自然 と と も に あ っ た。

西 田正好 は ‘さび’の美 を究極的 日本美 の集大成 とし

て、 ‘さび’の美学 がやが て世俗化 し、 自然 に背 を向 け、

禅味 を喪失 し、精神 的退廃 に よって急 速 に衰 退 していっ

たの を 嘆 い て い る。

九鬼 周 造 は、『い きの構 造 』で、都 会趣 味 的 な近世 美

意識 であ る ‘い き’を 日本人 の民族 的特 殊性 に よって規

定される美意識 と し、 その構造 を分析 して いる。九鬼 は

‘い き’の 内包 的構造 は ‘媚 態 ’、 ‘意気 地 ’、 ‘諦 め ’の

三つ の 徴 表 に よ っ て 形 成 さ れ る と し て い る 。 ‘媚 態 ’ は

異性 との問 の可 能的 関係 にお け る態度 であ る。 ‘意気 地 ’

は江戸 文化 の道 理的理想 で あ り、気 概、気 品気 格 であ り、

武士 道 の理想 に繋 が る もの であ る。 ‘諦 め ’は 「運命 に
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封す る知見 に基 づ い て執着 を離脱 した無 関心 で あ る」。

そして、九 鬼 は ‘媚 態 ’ は、 ‘い き’ の基 調 を構 成 し、

‘意気地 ’ と ‘諦 め ’は ‘い き’ の 「民族 的 、歴 史的色
47 ）

彩を規 定 してい る」 と述 べ、 また、「『い き』 は武 士道 の

理想主義 と悌教 の非現賓性 とに野 して不 離の 内的関係 に
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立って いる」 と述べ てい る。 ‘い き’の美 意識 には、現

世否定 の仏教 的厭 世思想 と、和辻 哲郎 が 「 しめやか な激

情、戦 闘的 な悟 淡」 と表現 した 日本 固有 の風土 に よって

培われ た国民 的性 格が反 映 されてい るよ うに思 う。

九鬼 周造 は、 ‘い き’ の芸術 的表現 にお ける色彩 につ

いて も言及 し、鼠 色 、褐 色 、青 を挙 げ、 青系 統 の色 が

‘い き’ で あ る 理 由 を 次 の よ う に述 べ て い る 。「一 般 に飽

和の減 少 して い ない鮮 やか な色 調 と して如何 な る色 が

『 い き』 で あ る か とい ふ こ と を考 え て 見 る に、 何 等 か の

意味で黒 味 に適す る よ うな色調 で なければ な らぬ。黒 味

に適 す る色 と は如 何 な る色 か とい ふ に、 プ ー ル キ ンエ の

現象 に よって夕暮 れ に適合 す る色 よ り外 に は考へ られ な

い。赤、橙 、黄 は網膜 の暗順癒 に添 は うとしない色 で あ
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る」。 ‘い き’ な色 につ いて前 述 の ような具 体 的 な解 説

を行 な った上 で 「要 す るに、『い き』 な色 とは謂 はば華
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やか な腰験 に伴 ふ消極的残像 」で ある と述べ てい る。

色 彩 は物 や現象 の感性 的性 質 として存在 す るが 、浄土

思想や禅 宗思想 な どが反 映 した ‘わ び’に至 る精神 実 に

おい て色彩 は物 か ら離 れ、精神性 を象徴 す る役 割 を担 う。

‘幽玄 ’ や ‘わび ’の美 とい った無味 や枯 淡の 非感 覚的

美趣 は、純粋 精神美 と して精 神 の深 みで観照 す る もの で

ある 。

無 味や枯淡 美の多 くの視覚 的表現 の場合 、墨 の濃 淡 と

余白 を活用 し、無彩色 に精神 的深 みのあ る形 象 を見 立 て

たりす るが、 心情や精 神 的体験 の美 を芸術 表現 として客

観化 す ると き、天才 の成功例 を模倣 した色彩 使用 のあ り

方が象徴 形式 と して一般化 されて きた。 しか し、 日本の

風土 や仏教思想 を基盤 に した民族 的精 神 に根 ざ した体 験

と しての精神 美 は、芸術 表現 に先行 す る もので あ り、芸

術家個 人の 自由 な創造 活動 のなか で無 意識 的 に選択 され

た形成 原理 に よって客 観化 され る ものだ と考 える。色 彩

にお いて も、 芸術家 に内面化 され た時代 の精神 美が 、創

造的 に 自由に表現 された感性 的 に捉 え られ る色 彩 のか な

たか ら立 ち昇 り、 湧 き出 て くる の で は な い か 。 九 鬼 周 造

も、 ‘い き’の芸 術 的客観 化 は、意 味体 験 としての ‘い

き’ の精 神 的広 さと深 さの全体 を具現 す るこ とは稀 であ

り、 象 徴 と して 表 現 さ れ る に過 ぎ な い とい う。

⑳現代の美意識 と色彩

上述 した よ うな伝統 的美 は、 文化財 としての美術、 工

芸、建築 、そ して、文献 で接す るこ とは可能 であ る。 し

かし、今 日まで残 る文化 財 の多 くは王 朝貴族 や、高級 武

士や僧侶 、上流 階級 の富 裕層 とい った一部 の人 々に よっ

て享受 され発展 を遂 げて きた もので ある。近世 以前 の大

多数 の 庶 民 に は 無 縁 の もの も多 か っ た で あ ろ う。しか し、

日本美 の精神 的背 景 をな した仏教 的思想 は下層 の人 々 に

も深 く嘩 透 していた。 また、 四季 の変化 に合 わせ て多様

に展 開す る自然 の相、湿気 の多 い暑 い夏、 降雪 もと もな

う寒い冬 、そ して、突発 的 な台風 も訪 れ る 日本 の風土 的

特徴 は、 民族 の性 向 として共通 な美意識 を育成 した。

日本 の伝 統 的芸術 は 日本人 の民 族 的精 神性 を代 表 して

きた。平 安時代 の下層 の人 々は、王朝貴 族の洗練 された

‘雅 ’の美 の渦 中 には居 な くとも、都 の華美 な建築物 や、

上流階級の牛車や輿、祭礼で垣間見る貴族達の様相に憧

れと羨 望 の 眼 差 し を向 け た で あ ろ う。 ま た 、 神 社 や 寺 々

の荘 厳や仏 像、仏 画 な ど、美 的感性 を洗練 させ る機会 も

求め れ ば得 ら れ も し た で あ ろ う。 美 をつ く りだ す 芸 術 家

や職人 は時代精神 を先鋭 に芸術表 現 に反 映 させ る。先 ほ

ど述 べ て きた 日本 の伝統 美の系譜 も少数 の感性 的認識 に

優れ た 人 々 に よって 正 当 に評価 され て受 け継 がれ て き
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た。 ‘幽玄 ，や ‘わ び， とい った時代 の精 神 美が客 観化

され た芸術 に、 大衆 は 自らの精神 的意 味体験 の具現 を見

いだ し、高次 の精神 的境 地 に浸 ると ともに、仏教 思想 を

基盤 に した それ らの精神 美 に深 く感銘 す る。民 族的精神

に裏づ け られた美意識 は大衆 の支持す る もの となる。

時代 を代表 す る質 の高い美 が、 その時代 の優 れ た芸術

家と美 的感性 を もった優 れた享 受者 に よって創 出 され、

大衆 に浸透 し、 日本 美の洗練 と向上 に貢献 して きた。 し

かし、そ の正 反対 の低 俗 で劣 悪で 日本文化 の質 を定 め る

ような も の も多 く生 み 出 さ れ て きた 。 下 品 で 、 野 暮 で 美

的に は反価 値的 な趣 味 は現代 にお いて も数多 く見 られ る

と こ ろ で あ る。

文化 は言葉 に よる窓意 的で無根拠 な分節 を基盤 にして

いる 。 エ ドワ ー ド・ ホ ー ル E d w a r d  T．Ha l lが‘延長物

e x te sio n ， と呼 ぶ と こ ろ の 文 化 は 、 テ ク ノ ロ ジ ー の 進 歩

と情 報 メデ ィア の 進 展 に よ っ て 、 人 間 の ス ケ ー ル や ス ピ

ードを は る か に超 え て し ま っ た 。「 人 間 は 進 化 を 自分 の

体か らそ の延 長 物 の ほ うへ 移 行 させ 、 そ うす る こ と に よ
5 1 ）

って 進化 の過 程 をおそ ろ し く早 めた の で あ る」。 人 間

は、時・ 空 間のス ケール を加 速拡大す るこ とを絶 えず欲

望し、通信 、輸送技術 を深化 させ、 巨大 な建 造物 をつ く

って きたが 、急 速 な進 化が 人 間に与 え た打 撃 も大 きい 。

自然 を大 き く変 化 させ 、 人 間 関 係 を解 体 し、 無 自覚 の う

ちに メデ ィアの影響 を被 り、認識 や行 動 のスケ ールやペ

ー ス 、 パ ター ンが 変 化 させ られ 、 自 らつ く りだ した 文 化

に対 して不 適応状 況 も引 き起 こ してい る。

人 間の延 長物 であ る文化 は、窓 意的 で無根 拠 ではあ る

が、風土 や生業 のあ り方 の多大 な影響 を受 けてかた ちづ

く られ て きた 。 日本 人 の 国 民 的性 質 に大 き く影 響 を与 え

た 日本 固有の風 土 は、生 活環境 の人工化 によって影響力

を失 いつつ ある。多 くの人が携 わ っていた農業 も、技術

改革 で姿 を変 え、生業 は近代 産業へ と変貌 し、農耕文化

の影響 力 も影 を潜 めた。

今 や、高層建 築が 立ち並 ぶ人工 的都 市空 間 とメデ ィア

を通 して の情 報 が 日本 人 の風 土 と な りつ つ あ る よ うに 思

われ る。美 意識 も流 動的 で混 沌 のなか に 日本 の 国民 的性

質 に裏 づ け られ た美 が解消 されて しまった状 況 であ る。

人工的環境 で は 日本 の風土 と深 く関連 した 日本 的色彩 と

い っ た もの の 存 在 も失 わ れ つ つ あ る よ うに 思 わ れ る 。

テ ク ノ ロ ジ ー の 進 歩 と情 報 メ デ ィ ア の 進 展 は現 在 で も

と ど ま る こ と な く加 速 して い る 。 科 学 技 術 の 進 歩 と世 界

の グローバ ル化 は生活 の利 便性 を高 めた こと も事 実 であ

る。 しか し、 映像 を通 して 毎 日の よ うに 伝 え られ る温 暖

化や、地球規模 の環境破壊の危機的状況は改善されない。

日本 を含 む先 進 国 ば か りで は な くア ジ ア や ア フ リ カ な ど

の新興 国の主 要都市 は大規模 な 開発 が進行す る一方 、南

方の珊瑚 礁 の島 々 は陸地 を失 いつつ あ り、北極 や 南極 、

ヒマ ラヤや アル プスの氷河 は融 けつづ け、 テ ロや戦 争 も

な く な ら な い 。

ボー ドリヤー ルJe a n B a u d rillar d は、現代 が実 態的価

値を 喪 失 した ハ イパ ー リア ル に突 入 し た 時代 で あ る と い

う。 す べ て は 「起 源 （o rig in e ） も現 実 性 （r占a lit占） も

5 2 ）

な い 実 在 （r占e l） の モ デ ル で 形 づ く られ た 」 シ ミュ レ ー

シ ョン で しか あ り え な く、 先 行 す るの は メ デ ィア が つ く

りだ す シ ミ ュ ラ ー ク ル しか な く、 オ リジ ナ ル不 在 の ハ イ

パー リ ア ル で あ る 。 現 代 人 が 住 ま う環 境 はマ ス メ デ ィア

が提 供 す るシ ミュ ラークル である情報環 境 に したが った

ハ イパ ー リ ア ル な 世 界 とい え よ う。 そ して 、 ボ ー ドリヤ

ー ルは、現代社 会で は実在が もはや実在 で はな く、 シ ミ

ュ レ ー シ ョ ンで あ る こ と を 隠 蔽 す る巧 妙 な仕 掛 けが 設 け

ら れ て い る と指 摘 す る 。

日本 人 で あ る私 た ち はハ イ パ ー リア ル な シ ミュ ラ ー ク

ル に よ っ て美 意 識 が植 えつ け ら れ、 目 ま ぐ る し く変 わ る

多様 な美意識 に したが って物 や情報 を消費 して生 きて い

る。 日本人 の美意 識が多様 化す るなか で 日本発信 の アニ

メやマ ンガが グローバ リズムの最 先端 を突 っ走 って、世

界 の普遍 的文化 にな りつ つあ る。 情報先 進国 であ る と同

時に技術 立国 の 日本 は、 海外 での建築 や鉄道敷 設や、 開

発 に 協 力 も して い る。 日本 固 有 の 文 化 は テ ク ノ ロ ジ ー や

メデ ィアの進化 に よって グローバ ルに進化す る新 しい文

化 に吸 収 され て い くの で あ ろ うか 。

国 境 が な くな り、 世 界 が 一 体 化 す る こ と は 決 して悪 い

ことでは ないが、民族 の特殊性 に根 ざす文化 は世界 の人

類全体 の豊 か さで ある。 さ まざまな風 土が あ り、風 土が

培 った文化 があ り、 それぞ れの民族 が蓄積 して きた叡 智

が ある。世界 が環境破 壊や戟 争、新 しい病 原菌 な ど、共

通 の問題 に取 り組 む と き、 世界 の民 族 固有 の叡智 が地球

規模 の 問題解 決 に重 要 な役 割 を果 たす と考 え る。 また、

そ れぞれ の民族精神 を反 映 した芸術 が、急 速 なテ クノロ

ジーや メデ ィアの進化 に よる現代 的諸 問題が人 間 に与 え

る精 神 的 ダ メ ー ジ か ら救 済 す る役 目 を担 うで あ ろ う。

古来、日本 人 は外 国文化 を こだ わ りな く柔 軟 に摂取 し、

日本の風 土 と民 族性 に調和 させ なが ら、 日本文化 を固有

な文化 として洗練 させ て きた。 現代 の 日本 は外 国文化 と
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い う よ りグ ロ ー バ ル に 進 展 す る 新 しい イ ン ター ナ シ ョナ

ル な文化 に直 面 し、 それ を摂取 しつ つ発展 させて きてい

る。西 田正好 は 「あ ま りに も性 急 で独 善的 な伝 統無視 の

近代化 が、 いたず らに 日本美 を して亡 国的 なユキ ゾチ シ
5 3 ）

ズ ムへ と逸脱 させ た感す ら著 しい」と近代 の欧化 主義 を

批判 してい るが 、 日本 の風 土 に よって培 わ れた国民 的性

質の本 質が簡単 に消 えて な くなる とは思 えない。確 かに

生活環境 は近代化 され 日本的 な もの は僅 か しか残 されて

い ない。 しか し長い歴 史の なかで蓄積 されて きた精神性

や民族 的な性 向は文化 の形態が変 化 して も、文化 の基層

と し て生 きつ づ け て い る 。

ま た、 開 発 が 進 み 多 くの 自然 は破 壊 さ れ た もの の 、 日

本に はまだ依然 として豊 か な自然 が残 ってい る。 必要 な

ことは、雑 多 な価値 観が溢 れ る混 沌 と した 日本 の現 代 の

なかで、 四季 に合 わせ て移 り変 わる 自然美 を崇拝 す る心

情を培 った風 土 の特 異性 を見直 し、伝統美 とそ の精 神性

を再 認識 して、 自らの うち にあ る国民的性 質の他民 族 に

誇る べ き徳 目 を 自覚 す べ きで あ ろ う。 常 に 自然 と親 密 な

関係 の なかで洗練 され て きた 日本 の伝 統文化 の精神 理念

は地球規模 の環境破壊 が進 む現代 におい て重 要 な役 割 を

果たす と確信 す る。

日本の人工 化 された環境 や メデ ィア情報 に は人工 的 な

色彩 が溢 れてい るが 、現代 の都 市空 間の色彩 は以前 に比

べて よ く整 備 さ れ つ つ あ る 。 条 例 や 法 律 の 規 制 に よ り、

住民 の意識 も変化 して きた と思 われる。皮相 的 には分 か

りづ らいが、歴 史的経 過の なかで 自然 の観照 に よって形

成され、蓄積 され て きた深 い精 神性 に基づ く繊 細 な感性

は今 日 も 尚、 日本 人 の 美 意 識 に 生 きて い る。

平安 時代 の雅 やか な配色 の妙 や、 そ して、重色 目の微

妙な色 の移 ろい に季 節 の変化 を重 ね合 わす 繊細 な感性 、

また、江 戸時代 の香惨贅 沢 を禁 止す る制度の なかで ‘四

十人茶 百鼠 ’ とい われる ように、茶や 鼠系の地 味 な渋 い

色調 のなか での微 妙 な差 異 に楽 しみ を見 い だす繊 細 な感

性は、 決 し て 失 わ れ て は い な い と信 じる 。

伝 統 的 な 日本 人 の精神 美 は世 界 に誇 れ る もので あ ろ

う。 た だ 美 しい色 彩 で は な く、 また 、 旧 い 日本 の伝 統 的

色彩 の単 な る模 倣で はな く、 日本 の精神 美が豊 か に感 じ

取れ る現代 の色彩 の あ り方 を、私 た ちの生活空 間や世界

に発 信 す る情 報 に も工 夫 して い か な くて は な らな い 。

註

1）和辻哲郎 風土 岩波書店 2006 p．204

2） 同上 p ．203

3） 同上 p．204

4 ）加藤周一 芸術論集 岩波書店 1979 p．74

5 ） 同上 p．77

6 ） 同上 p．78

7）和辻哲郎 風土 岩波書店 2 006 p．29

8 ）同上 p ．3 1

9 ）同上 p ．53

10 ）同上 p．58

11） 同上 p ．78

12） 同上 p ．166

1 3） 同上 p ．185

1 4）中尾 佐 助 栽 培 植物 と農耕 の起 源 岩 波 書 店

19 6 6 p ．1 3

1 5） 同上 p ．68

1 6）佐 々木 高 明 日本 文 化 の基 層 を探 る 日本 放 送 出

版協会 2 004 p．2 1

1 7）谷崎潤一郎 陰翳礼讃 中央公論新社 2006 p．30

1 8） 同上 p ．35

1 9）網 野 善 彦 日本 の歴 史 を よみ な おす （全 ） 筑 摩

書房 2007 p．18 6

2 0） 同上 p ．184

2 1） 同上 p ．186

2 2） 同上 p ．186

2 3） ドナ ル ド・ キ ー ン・ 司 馬 遼 太 郎 日本 人 と 日本 文

化 中央公論社 19 92 p．7

2 4） 同上 p ．9

2 5） 同上 p ．87

2 6） ル ー 女 ・ ベ ネ デ ィ ク ト 長 谷 川 松 治 訳 菊 と 刀

講談社 2006 p．2 72

2 7 ） 同上 p ．273

2 8 ） 同上 p．274

2 9 ）拙著 色彩 の芸術 と科 学 昭和堂2006 p ．194

3 0 ）前 田南 城 日本 古 来 の 色 彩 と染 河 出 書 房 新 社

1 9 7 7 p ．3 2

3 1） 同上 p．32

3 2） 伊 原昭 文学 に み る 日本 の色 朝 日新 聞社 19 9 4

p ．18

3 3） 同上 p ．22

3 4） 長崎盛輝 か さね の色 目 京都 書院 1996

8 4



日本 の色彩 文 化 の構 造 につ いて

3 5）拙 著 色 彩 の芸術 と科 学 昭和 堂2006 p．151，152

3 6） 西 田正好 日本 の美 創 元社 1978 p ．275

3 7 ）同上 p ．275

3 8 ）同上 p ．2 78

3 9 ）同上 p ．2 78

4 0 ）同上 p．9 1

4 1） 同上 p．9 2

4 2 ） 同上 p．93

4 3 ） 同上 p ．137

4 4 ） 同上 p．286

4 5） 同上 p ．232

4 6）九鬼 周遣 い きの構 造 岩波 書店 1977 p ．25

4 7） 同上 p ．29

4 8） 同上 p ．149

4 9） 同上 p ．110 ～111

5 0） 同上 p ．112

5 1） エ ドワー ド・ ホー ル 日高 敏 隆、 佐 藤信 行 訳 か

くれた次元 みすず書房 198 2 p ．7

5 2 ） ボ ー ドリ ヤ ー ル 竹 原 あ き子 訳 シ ミ ュ ラ ー ク ル

と シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 法 政 大 学 出 版 局 1 9 8 4

p．1 ～ 2

5 3 ）西 田正好 日本 の美 創 元社 19 78 p ．295

8 5


